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SATOYAMAイニシアティブとSEPLS

• 生物多様性条約第１０回締約国会議（COP10)
で採択された愛知目標の長期目標は「自然と
共生する社会の実現」

• SATOYAMAイニシアティブは「生物多様性の持
続的利用」（条約第２の目的）の目的を具体化

• 社会生態学的生産ランドスケープ・シースケー
プ（SEPLS）を現代に適した形で保全、再生して
いく

• 人と自然の調和的な相互作用により形成された土地利用
や生息・生育地の動的モザイク

• 生物多様性を維持し、人々の福利に必要なモノやサービ
スを提供

• 多くの地域で、さまざまな原因により、SEPLSの破壊や劣化
が進んでいる

Satoyama in Japan
(Photo: Kazuhiko Takeuchi)

Paddy-dominated landscape in Bali
(Photo: Kazuhiko Takeuchi)



SATOYAMAイニシアティブ国際パートナーシップ （ＩＰＳＩ）

• SATOYAMAイニシアティブ国際パートナーシップ
（IPSI)は生物多様性条約 COP10で創設（2010年）

• SATOYAMAイニシアティブの長期目標の「自然共
生社会」の実現に向けて、SEPLSの維持・再構築

に取り組む団体の国際的なプラットフォームの役
割を担う。

• メンバー数は210団体（2017年7月時点）

 国・地方政府機関
 NGO
 市民団体・先住民団体
 学術・教育・研究機関

 産業・民間センター団体

 国連機関など

IPSI 発足式 ( 2010年10月 名古屋)
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IPSIの活動

現場での活動 資源動員／能力開発

指標の研究および開発
知識共有／政策研究

ネットワーク構築

(Photo: IPSI Secretariat, UNU)(Photo: Kaoru Ichikawa)

(Photo: IPSI Secretariat, UNU)

(Photo: IPSI Secretariat, UNU)



ＩＰＳＩ定例会合
• IPSIの運営規定や方向性を議論し、

SEPLSの重要性に関する理解、認
識の向上を図る。

• メンバー団体間の相乗的な協力活動
を推進

地域会合
• SATOYAMAイニシアティブの概念を

各地域に共有

• 地域特有の課題や解決案について
議論

IPSI: メンバー間の知識共有と協力を目的としたプラットフォーム

IPSI-2 
(ケニア・ナイロビ)

IPSI-3 (COP11)
(インド・ハイデラバード)
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知識共有／政策研究

メンバーから義務的・任意に提出された世界各地のSEPLSの保全・管理に関
するケーススタディを収集・分析

約９０の事例をウェブサイ
トで公開

生物多様性条約 (CBD)
テクニカルシリーズ52号
(SATOYAMAイニシアティブ
の背景文書)

地域別、テーマ別に特化したケーススタディの収集と分析

CBD COP13
サイドイベント

(ケーススタディ関連の出版
物についての発表) 

ケーススタディ・ワークショップ
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資金援助／能力強化

SATOYAMA保全支援メカニズム（SDM）

• IPSIメンバーによる有望プロジェクトに資金提供を行うことにより、
IPSI戦略に基づく活動を推進（2013年設立）

• IPSI運営委員であるIGESが、国連大学、環境省と共同で実施

• 毎年６件の短期間の小規模プロジェクトを選定
（最大2年間、1万ドル）

SDMブックレット

SDMプロジェクトによるSDGsへの貢献



持続可能な
生産と消費

産業の再活性化

自然共生社会

持続可能なエネルギー利用

持続可能な
資源利用と保

全

自然と共生する持続可能な社会と SDGs

農林水産業の振興
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